「子ども歯医者さん体験」
受講の保護者の方々へ
子ども歯医者さん体験クラブ
見学の際のお願い
· 体験中のお子様については、できるだけ手を出さずに見守って頂くようご協力ください。
· 歯医者さんが怖くて体験に支障が出そうなお子様は事前にスタッフにお知らせください。（→すがわらまで）
· 体験中は入口のカギを閉めます。途中で退出される際にはお申しつけください。（→すがわらまで）
· 院内での携帯電話の使用はお控えください。（エレベータ前フロアでお願いします。）
· 見学・写真撮影は、極力ユニット足側から出ないようお願いします。
· （キッズクラスのみ）ハブラシの講義の際にお子様とペアでお手伝い頂きます。ご参加できない保護者は事前にお知らせください（10：05～）ハブラシの包装ビニールはお持ち帰りの際にご利用ください。

本日、お子様には、すべて本物の歯科診療をご体験頂きます。
この体験をお子様の将来のための価値ある生活習慣に結び付けるためにも、以下をご一読頂き、ご理解とご協力をお願いいたします。

1. 歯の健康について
　お子様のお口の健康には、歯医者さんとご自身（ご家庭）の二人三脚で維持していくことが理想的です。

「髪が伸びたら美容院に行く」と同じような感覚で、「歯が痛くなったら歯医者に行く」と考えられている方もいらっしゃると思いますが、アメリカでは半年に一度も歯医者さんにいっていない場合は保険が下りないのが一般的です（つまり半年に１度も行かないようでは自分が悪いという考え方です。）歯の健康を長く維持するためには、3～6カ月に一度はなにもないと感じていても歯医者さんに通院していただくのが理想的です。

例えば歯石は日々の熱心な歯ブラシだけではどうしても防ぐことができません。放置した歯石は歯周病の原因になります。また、虫歯についても、自覚症状が出てからの通院では治療の時間的にも、金銭的にも、治療の痛みも大きくなります。
お口の中のほとんどすべての病気は早期発見・早期治療が効果的です。

①家で熱心に歯を磨く
②定期的に（怖がらすに）歯医者さんに通う
この２つを保護者の皆様と私どもとの共通の目標にしていただきたいと思います。
※「ハミガキしないと歯医者さんに連れていくわよ！」という躾はお子様の将来のために良いとはいません。上記の理由で、どんなにハミガキをきちんとしても、ほとんどの方にお口のトラブルは起きてしまい、その発見・対処は遅れてしまいます。

2. 「子ども歯医者さん体験」とは・・・
「子ども歯医者さん体験」はお子様の
①歯医者さん嫌いの克服
②健康意識の向上
③就業観の育成
を目的としたメリー歯科の社会貢献活動の一環として、子ども歯医者さん体験クラブが主催・実施している体験学習です。

「子ども歯医者さん体験」は学年別に３つのクラスがあり、ステップアップして受講することができます。
ⅰ　メリーキッズクラス（未就学児童向けクラス）
ⅱ　メリージュニアクラス（小学１年生～小学３年生程度）
ⅲ　メリースクールクラス（小学校3年生～小学校６年生）
本日「キッズクラス」を受講されたお子様は、次回は「ジュニアクラス」を受講といったように内容がステップアップしていきます。

3. 体験学習について
・体験学習とは
学校の授業で行われているような「教える教育」に対して、体験学習は「気づきの教育」といわれています。
「日本の首都は東京です」といった「教える教育」で覚えた知識は本人の関心しだいで忘れやすくなるものですが、「自転車で転ぶと痛い」などの気づいたことによって得た知識はなかなか忘れることがない、とても貴重な知識（知恵）です。
　知識を教える講師を「インストラクター（説明する人）」というのに対して、この体験学習の講師は「ファシリテーター（促進する人）」といわれています。この「子ども歯医者さん体験」ではこの「気づき」を優先させて行い、この歯科診療所でお子様に多くの「気づき」を促進することが私たちのねらいです。
　お子様の「気づき」は大人ほど早くありません。また、ご両親が教えてくれることによって自分で考える意識が下がることもあります。体験中については、保護者の皆様にはできるだけ手を出さずに子どもを見守っていただくようお願いいたします。

※キッズクラスの講義にご両親にもご参加いただくことがあります。

・ふりかえり
　体験学習でとても大事なポイントになるもののひとつに「ふりかえり」というプログラムがあります。
　これは、自分の感じたことを他の人に話すことで、体験を復習しているような効果があり、一回の体験をより明確化することで教育効果を高めます。
　今日、体験を終えたお子様と本日撮影した写真を見ながら一緒に語り合うことで、より今日の体験を有意義なものにできます。ぜひ、本日の体験をうしろから帰宅後にお子様と語りあってください。来られなかったご家族の方に何をしたのか一つずつ説明してもらうのも効果的です。
　
・写真の撮影について
　以上のことからも、写真を後でご覧頂くのは、教育効果の見地からも効果的です。どうぞ、お子様の姿をお写真・ビデオ撮影をされてください。ただし、お子様の自主性の確保のため、ユニットの足側からできるだけでないようお願いいたします。
　旅行の際に料理の写真を撮ると、後でその時の臨場感やその時の思い出が多く思い出されることはありませんか？　ときどきで結構ですので、お子様の写真撮影の際にはお子様のお顔だけでなく、お子様の目線で見えるもの、使用する機材や器具などのお写真も一緒に撮影されることをオススメします。先のふりかえりの際に、「この器具はなにに使うの？」など聞いてみてください。

※使用した機材や器具の写真は後日ホームページにｱｯﾌﾟします。併せてご活用ください。
4. 体験前に泣いてしまったお子様について
特に「キッズクラス（未就学児向け）」には、体験前に泣き出してしまうお子様も今までにはいました。こういうお子様にこそ「子ども歯医者さん体験」を参加していただきたいと思っています。
　お子様が泣いて「子ども歯医者さん体験」に参加したくないといった場合、無理に他のお子様と同じことを強いるのは逆効果です。「歯医者さんは怖かった」という印象がより強くなります。まずは、待合室でお子様が落ち着くまでゆっくりされてください。お子様なりに、待合室から聞こえてくる他のお子様の声や雰囲気を感じているはずです。もし、多少落ち着いたら体験から離れた位置でほかのお子様の体験を見ることだけを促してください。決して焦ってお子様に体験を強いらないようお願いします。お子様の様子を見てこちらからお声を掛けさせていただきます。

※今回の体験を泣いて参加できなかった場合は、次回の体験の際には優先的にご参加いただけるようできる限り配慮いたします。
